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2405回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 8,200 8,200 944 8,200 ○ 6,000
3 14 10,100 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 9,000

16-18 12,200 10,200 887 8,000 ○ 柱目４寸取り 8,900
す 20- 15,100 11,000 1,452 8,000 ○ 中目 10,000

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 231
12-13 8,000 7,400 429 6,100 ○ 母屋取り 7,200
14 10,000 9,400 733 9,000 ○ 桁目3.5寸 10,500
16-18 12,100 9,500 1,102 7,300 ○ 桁目　4寸 8,000
20-22 15,000 10,200 1,795 6,000 ○ 中目 9,000

ぎ 24-28 18,800 12,900 3,483 7,200 △ 中目 11,800
30-34 21,100 14,600 5,986 6,700 △ 二番玉節少 13,500
36- 46,000 16,700 9,331 - △ 根玉選木 15,000

6 16-18 16,000 15,400 2,254 14,000 ○ 通し柱 15,200
20-22 18,100 15,500 3,498 13,000 ○ 通し柱 14,400

2 20- 35,000 14,100 1,486 7,000 ○ 9,000
3 14 21,600 19,200 1,133 16,000 △ 柱目3～3.5寸 13,200

ひ 16 25,200 20,500 1,784 18,000 △ 柱目3.5～4寸 16,000
18-22 23,200 17,900 2,363 14,000 ○ 柱目４寸取り 14,500

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 267 - 250 ○ 本＠ 270
12-13 13,000 11,400 661 7,700 ○ 3寸取り 10,200
14 20,200 17,100 1,334 14,000 △ 土台目3.5寸 13,300

の 16-18 23,800 19,200 2,227 16,000 △ 土台目3.5～４寸 14,000
20-22 22,000 18,700 3,291 14,000 △ 中目縁甲取り 15,000
24-28 22,000 20,700 5,589 14,000 △ 中目 16,000
30-34 45,000 26,900 11,029 16,000 △ 二番玉節少 22,300
30- 108,300 50,400 - - ○ 根玉選木 35,500

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 18,700
16-18 33,000 28,000 5,432 20,000 ○ 通し柱　４寸 30,000
20-22 31,000 25,900 7,511 20,000 ○ 通し柱　 27,900

7 16-18 35,000 35,000 - - ○ -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

10月23日 土場在庫 8台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 726 724 99.7%
ヒノキ 1,094 1,093 99.9%
その他 40 40 100.0%
計 1,860 1,857 99.8%

《つち情報》
　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　10月30日（水）～11月6日（水）

平成25年10月24日

落　　　札　　　価　　　格

《原木入荷量が激減！》
本格的な伐出シーズンが到来し、原木市況も活況を呈
していても中々入荷量が増えていかない。特にヒノキに
ついては明らかに無い物高状態である。他県の木材市
場においても同様な状況にあるという。円安、消費税増
税、木材ポイントの付与等々の後押しがあり、国産材
メーカーは大忙しのようであるが、原木価格の上昇分を
製品価格に思うように転嫁できないと嘆く声も多く聞く。
幸いにも本県には、大規模製材工場は皆無だが、地域
に根を張り足腰がしっかりとした製材工場が競争の中で
相場を支えてくれており、当分はこのような市況が続き
そうである。ただ、淘汰された後の落ち込みを考えると
不安である。供給減の崩れたバランスを解消するうえで
も原木の出荷を切にお願いしたいところである。


